
日本成長戦略会議

フュージョンエネルギーWG

第2回会合提出資料

2026年3月30日

大前敬祥 | ITER副建設長



目次

✓ ITER機構長レター要旨

✓ （参考）ITER：最も先進的な装置

✓ 日本の将来へ向けて

添付資料：ITER理事会宛ピエトロ・バラバスキITER機構長レター完訳版

日本成長戦略会議フュージョンエネルギーWG / 大前敬祥 2



• 技術の制約は変わらない為、ITERは「古くなった計画」ではなく、いま新規
設計し直してもほぼ同様の装置となるほど物理・工学の知見を随時取り入れ
た設計であり、燃焼プラズマを炉条件で初実証する為に不可欠な実験炉。

• 一方でITERは発電設備に非ず、商用化に必要な技術ギャップ（定常排熱、ト
リチウム増殖、材料、可用性・保守性等）は「ITERの外側」で埋める必要が
あり、故にITERを核に「補完投資」をセットで進めることが、核融合を現実
へ近づける最短ルート。

• 過度な約束は禁物。現実は広報に優先し、透明性ある説明こそが長期の信頼
と前進を生む。
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ITER機構長
レター要旨

サマリ



近年の核融合への楽観論は「技術的・財政的な現実」を覆い隠
すリスクがあり、過度な期待は失望と社会的信頼の毀損を招き、
結果的に進歩を遅らせる

1. 「AIや新しい超伝導体で、核融合は一気に安く早くなるのでは？」
装置のサイズや設計は材料性能だけで決まらない。電磁力、核熱・粒子負荷とその排
熱、遮蔽、プラズマ形状制御、長パルス平衡などの制約が支配的で、高温超伝導体が
あっても同じ種類の制約は残る。従い、ITERの設計は今日改めて構想しても大きくは
変わらない。

2. 「小さくすれば安いのでは？」
小型化は万能ではない。過度に小型にすると、アクセス性の低下、公差の厳格化、設
計変更の連鎖を通じて、むしろ複雑化・高コスト化しうる。設計の単純性、モジュー
ル化、十分なアクセス性を確保することがコスト管理の鍵となる。

3. 「ITERだけですべてが達成されるのでは？」
ITERは発電炉ではなく、燃焼プラズマを炉条件で達成・維持できることを初めて示す
実験。商用化に必要な技術ギャップは残り、従いITER＝ゴールではなく、ITER＝基
盤として次段階へつなぐ必要がある。

日本成長戦略会議フュージョンエネルギーWG / 大前敬祥 4

ITER機構長
レター要旨



1. この先へ向けた技術的準備：燃焼プラズマ×長パルスという、商用炉へ

不可欠な運転領域を実証する。

2. 将来炉の設計判断に必要な現実データ：実燃料を用いた核融合環境下で

のブランケット試験を含む核融合統合プラントとしての経験を蓄積する。

3. コストの教訓を次へ移す：組立性を軽視した過度な最適化やインター

フェース輻輳が生む隠れコストを、設計原則として制度化できる。

4. 国際協力：世界の主要メンバーが同じ装置・同じデータで透明性をもっ

て議論できる共通基盤を提供する。
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ITER機構長
レター要旨

ITERが提供する参加極（国）への価値



1. 定常排熱：炉スケールでの核熱・粒子負荷の排熱は材料・冷却の限界を押し上げ
る。第一壁（FW）やプラズマ対向機器（PFCs）の材料開発は最重要課題の一つ。

2. トリチウム増殖：増殖比>1の達成は技術的に容易ではなく、遮へいと両立させる
にはブランケット厚（概ね1.3m以上）が必要となり、炉の最小サイズを制約する。

3. 材料：高中性子環境下での材料適格性が不可欠であり、コンポーネントの機械的
特性や耐久性の確認などに向けた専用施設が必要である。

4. 可用性（稼働率）：放射化後は人が入れず、遠隔・迅速・モジュール化された保
守が経済性の前提。RAMI（信頼性・可用性・保守性・検査性）を物理と同等の厳
密さで扱う必要がある。
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ITER機構長
レター要旨

核融合実現への残された課題

ITERを核にしつつ、これらのギャップを埋める補完的な研究開発・試験
施設を並行して整える



❑トカマク主要パラメータ（装置規模：大半径6.2m、プラズマ電流15MA、トロイダル磁場5.3T）

➢最新の物理＆工学技術の下であっても最適な選択

【テクノロジー事例】

• ダイバータ（ドーム付き垂直ターゲット＋燃料およびHe排気）タングステン製（炭素→タングステン、2013年決定）

• 第一壁＆遮蔽ブランケット：タングステン製第一壁（ベリリウム→タングステン、2023年決定）

• ELM制御コイル：27コイル＆電源システム（2013年決定）

• ディスラプション緩和装置：粉砕ペレット入射方式（2018年決定）

• 電子サイクロトロン加熱：（ジャイラロトロン、2020年代の技術）

• イオンサイクロトロン加熱（アンテナ、2020年代の技術）

• 中性粒子ビーム加熱：（2030年代の技術）

• プラズマ診断装置：（2020年代の技術）

• プラズマ制御：（最新シナリオ）

• 燃料サイクル（2030年代の技術）

• トリチウムプラント、ホットセル、TBM（2030年代の技術）
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（参考）ITER：
最も先進的な装置

エネルギー増倍率=10、核融合出力50万キロワット=500MW、長パルス

出展：ITER副機構長 鎌田裕



1. 核融合エネルギーはあくまでNuclearである事を強く認識し、

また高い固有の安全性と相俟って、日本独自の国土と社会的受

容性を考慮して進める

2. 世界と日本の研究開発における何十年にも渡る積み上げを軽視

せず、科学技術的に確からしい道を着実に進める

3. 核融合エネルギー到来の時代における世界と日本の制約条件を

精査し、先回りして技術的解を得るべく戦略的投資をする

日本成長戦略会議フュージョンエネルギーWG / 大前敬祥 8

日本の将来へ向けて
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「エネルギー」は一丁目一番地であり国家安全保障の根幹ではあ
るが、核融合／フュージョンを大きく「テクノロジー」と捉える
事で今から大きな成長を取り入れることが出来る

フュージョンによる経済波及（概念図）

時間軸(t)

付加価値(v)

フュージョン

エネルギー

フュージョンテクノロジー

電力供給

プラント

土木医療

新素材

宇宙

半導体

AI海洋
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